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I 緒 言

大学生にとって,大学での運動やスポーツの経験は,身体の機能的適応力の維持及び向

上に寄与することのみならす,将来の健康的な生活を営む第一歩として,重要な役割を果

すと言っても過言ではないであろう。また現在,青少年層の運動不足による体力低下が問

題視されていることを考えると,ますます体育実技の重要性が高くなってくると思われる。

これまで著者らは, Pedometerを使用して,体育授業中の運動強度を把握し,大学での

一般体育実技が大学生にとってどのような影響を及ぼすのか,主として全身持久性の観点

(7)(17)(18)から種々アプローチした。

さらに著者らは,本学一般体育実技の2コースの受講生全員を被検者とし, PWC170

(Physical Work Capacity)テストを4年間追跡的に行ない,大学生の全身持久性能力の推

移を縦断的に調べようとした。本研究は,その第一歩として,大学人学当時から2年生に

なるまでの1年間の経過について報告する。

U 方 法

1.被 検 者

被検者は,昭和57年度4月人学の学生で,本学一般体育実技のソフトボールコースと大

球々技コースを,受講した健康な男女学生計84名であった。

2. PWC テストの測定

PWClTOテストは'自転車エルゴメ

ター(モナーク社製)を使用し,長沢ら

の考案した8分間一4点負荷法を用い

た。(図1)

第1負荷が心拍数約110拍/分,第

4負荷が約170拍/分をめやすにし,

胸部双極誘導により,ペダリング中の 図I PWC,170テストの測定法の概要
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心電図を導出し,心拍数を記録した。なお,実験前のWarm-upは行なわなかった。

3｡実験期日と場所

PWC170テストは,大学入学後の体育実技開始時(1982年,5月),体育実技終了時

(1982年,11月),さらに,翌年の春季休暇終了時(1983年,4月)の3回にわたり測定を

行なった。なお,この実験は,本学第二体育館実験室ですべて実施した。

4. Pedometer (歩度計)による日常活動量の把握

日常の活動量を知る簡単なめやすとして, Pedometerによって1週間毎日の歩数を計り

1日あたりの平均歩数を調べた。計測した時期は, PWC,170テスト同様,体育実技開始時,

体育実技終了時,翌年の春季休暇終了時の3回であった。

・ 結果と考察

1.授業の概要

表1と表2は,各々ソフトボールコースと大球々技コースの授業の概要を示したむので

ある。ソフトボールコースの受講生は,主として文系の学生で前後期通して,ソフトボー

ルのゲームを中心に授業を展開した。大球々技コースの受講生は,主として理系の学生で

夏季休暇までの前期間は,ソフトボールを中心に行ない,準備運動後必す5分走を実施し

後期ではサッカーのゲームを多く行ない持久性能力の維持向上をねらいとした。

表1 ソフトボールコースの

授業内容

-
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表2 大球々技コースの

授業内容
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2･PWC170値からみた全身持久性能力の変動

本学一般体育実技のソフトボールコースと大球々技コースの受講生全員に,授業開始時

Before Physical Education

Male

Sports Club Member

Non Sports Club Member

Female

図2 ソフトボールコースにおける1年間の

PWC170値の比較

Before Physical Education

Male

Sports Club Member

Non Sports Club Member

Female

図3 大球々技コースにおける1年間の
PWC170値の比較
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・授業終了時・翌年の授業開始前の3回にわたって, PWC170テストを行なったが,図2

と図3は,各々2コースの1年間のPWC170値の変化を示したものである。また,表3,

表4に2コースの各測定時期におけるPWC170値の平均値と標準偏差を示した。

表3 ソフトボールコースにおける1年間のPWC170値の比較

(単位:kg●m/min)

表4 大球々技コースにおける1年間のPWC170値の比較

(単位:kg -m/min)

ソフトボールコースでは,低下した者が多くみられ,大球々技コースでは,低下した者

と向上した者がほぼ同数であった。さらに,これら2コースについて1年間の変動を,体

育実技を実施した期間と実施しなかった期間に分けて検討した。

(1)ソフトボールコースについて

(H)天野によるPWC170値5段階評価法によって,授業開始時と終了時,授業終了時と翌年

授業開始前の比較をしたものが各々表5と表6である。また,これらのPWC170値の変化

を図示したものが,図4,図5である。

体力レベルの推移をみると,体育実技実施期間(5月~11月)では,上がった者4名,

変わらなかった者16名(うち女子1名),下がった者13名(うち女子1名)であった。図

4からも低下した者の多いことがわかる。

PWC170値の平均値も授業開始時では,男子についてみると1049.3 kg･m/min ,授業終

了時では983.5 kg･m/minで統計的に有意ではなかったが低下した。 また,女子について

男子と同様低下した。

表6より,体育実技を実施しなかった期間(11月~翌年4月)では,体力レベルの上が

った者6名,変わらなかった者27名(うち女子3名)に下がった者6名で大きな変化はみ

られなかった。 PWC170値の平均値では,授業終了時の983.5 kg･m/minに比べ,翌年4

月は1001.0 kg･m/min とわすかに増加したが,統計的に有意な差ではなかった。女子に
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ついても,男子と同様あまり変化はなかった。
(18)

長沢,吉田らの報告では,授業開始時,終了時,翌年4月の3回にわたりV02 maxを測

定した結果,持久性能力は低下する傾向であったと述べている。本研究で対象としたソフ

トボールコースでは持久性能力を向上させるような特別なプログラムはなくゲームを中心と

した受講生主体による授業展開であったため体力面での改善がなされなかったと考えられる。

表5 PWC,170テストによる体力評価の変動

(ソフトボールコースにおける5月と11月の比較)

表6 PWC170テストによる体力評価の変動
(ソフトボールコースにおける11月と翌年4月の比較)
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Before Physical Education

Male Female

Sports Club Member ● ▲

Non Sports Club Member o △

図4 ソフトボールコースにおける授業開始と

授業終了時のPWC170値の比較

After Physical Education

Male Female

Sports Club Member ● ▲

Non Sports Club Member o △

図5 ソフトボールコースにおける授業終了時と

翌年4月のPWC170値の比較
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② 大球々技コースについて

PWC170値5段階評価表により,授業開始時(5月),終了時(11月),翌年の授業開

始前(4月)の3回の測定結果を比較したものが,表7,表8である。また,PWC170値

の変化を図示したものが図6,図7である。

体力レベルの推移をみると,体育実技実施期間中(5月~11月)では,上がった者7名

(うち女子3名),変わらなかった者16名(うち女子1名),下がった者3名であった。

PWC170値の平均値では,男子について1090.9 kg･m/minから1126.8 kg･ m/min と,統

計的には有意ではなかったが,若干の向上がみられ,女子についても, 795.3kg･m/min

から868.3 kg･m/minと向上した。 大球々技コースでは前期に毎回5分走を行ない,後期

表7 PWC,70テストによる体力評価の変動

(大球々技コースにおける5月と11月の比較)

表8 PWC170テストによる体力評価の変動
(大球々技コースにおける11月と翌年4月の比較)
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Before Physical Education

Male Female

Sports Club Member

Non Sports Club Member

図6 大球々技コースにおける授業開始時と

授業終了時のPWC170値の比較

After Physical Education

Male Female

Sports Club Member

Non Sports Club Member

図7 大球々球コースにおける授業終了時と

翌年4月のPWC170値の比較
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に運動強度の高いサッカーを主として行なったことなどが,体力向上の一因になったので

はないかと思われる。

授業終了時から翌年4月までの体育実技を実施しなかった期間では,体力レベルの上が

った者4名(うち女子1名),変わらなかった者14名(うち女子2名),下がった者10名

であった。 PWC170値は男子では, 1126.8kg･m/minから1074.2kg･m/minとわすかに

低下したが、女子においては,868.3 kg･m/minから931.0kg･m/minと向上した。

鬼頭らは, Pedometerにより各授業時間の総歩数6000歩,毎分80歩という目標値を設

定した大球々技コースとサッカーコースの受講生数名についてPWC170テストを行なった

結果,体育実技実施中は,全身持久性能力の改善がみられたが,体育実技終了後は,定期

的な運動を実施しなかった者は低下したと報告している。本研究の大球々技コースでは,

Pedometerなどによる運動量の具体的な目標設定は行なわなかったが,鬼頭らの報告とほ

ぼ同様な結果を得た。

3. 運動部員と非運動部員のPWC170値について

各運動部の活動状況のちがいはあるが,運動部に所属する者と所属しない者の日常活動

量は,多かれ少なかれ差があると思われる.
目)

長沢.古田らの報告からも、運動を継続したグループは.ほとんど運動を行なわなかっ

たグループより持久性能力が優れていたと述

べている。同様の観点で,本研究の被検者を

運動部員と非運動部員に分けて検討を加えて

みた。なお,運動部員の内訳は表9に示した。

表10は,運動部員,表11は非運動部員の各

測定時期別のPWC170テストの平均値と標準

偏差を示したものである。また図7では,図

2から運動部員と非運動部員に分けて示した。

男子についてみると,授業開始時(5月)

では,運動部員グループが1084.3 kg. m/min.

非運動部員グループが1062.0kg･m/minとほ

とんど差がみられなかったが,授業終了時と

翌年4月の測定値をみると,運動部員グルー

プは増加するのに対し,非運動部員グループ

は減少した。また,女子については,運動部

員と非運動部員とでは,大きな差があり,1

年後の測定値も,運動部員では増加したが,

非運動部員はほとんど変化がなかった。これ

らのことより,運動部所属の有無は,大学生

の全身持久性能力に大きな影響を及ぼすこと

が示唆される。

-

表9 運動部の種類と内訳

( )内は女子
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表10 運動部員における1年間のPWC170値の比較

(単位:kg-m/min)

表11 非運動部員における1年間のPWC170値の比較

(単位:kg●m/mln)

4. Pedometerによる日常活動量について

表12は, Pedometerにより計測した1日の平均歩数を時期別に示したものである。

表12 Pedometerによる日常活動量の比較

(単位:steps/day)
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これまでPedometerに関する研究や報告は,数多くある
(8)

鬼頭らは,小学生を被検者とし,単位時間あたりの歩数(steps/hour)とPWC170値の間

に,統計的に有意な相関があったと述べている。本研究では, Pedometerによる1日の平

均歩数とPWC170値の間には,有意な相関がなかったが,授業開始時,授業終了時,翌年

の授業開始前と徐々に歩数が減少した。

歩数の変化については,年齢/性,地域,環境,天候,季節,体育実技の有無,運動の

種類などの要因で左右されると思われる。

Pedometerによる歩行量の調査は,以上のようなことを考慮して行なわなければならな

いので,今後の検討課題として考えなければならない。
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Ⅳ要 約

一般体育実技の受講生男女84名を対象に,PWC170テストにより1年間の全身持久性能

力の推移を体育実技実施期間(5月~11月)と非実施期間(11月~翌年4月)に分けて,

検討した結果以下のような結果を得た。

(1)体育実技実施期間における全身持久性能力の推移をPWC170値の平均値でみると,ソ

フトボールコースでは低下する傾向がみられたが,大球々技コースでは向上した。

(2)体育実技を実施しなかった期間における全身持久性能力の推移をPWC,70値の平均値

でみると,ソフトボールコースでは大きな変化はなく,大球々技コースではわすかに低

下した。

(3) 2コースの受講生を運動部員と非運動部員に分けてみると,運動部員の全身持久性能

力は向上するのに対し,非運動部員は次第に低下しその差が大きくなる傾向がみられた。

(4)PWC170値の5段階評価表や平均値でみると,多少の変化がみられたが統計的には有

意な差ではなかった。すなわち,全身持久性能力の推移をみる場合,1年間という短期

間では明確な変化がなく,3年間追跡的に測定を行なうことが今後の課題となろう。

(昭和58年8月31日受理)
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